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輿夏の雪祭りln大厳寺高原（詳総P8〉

～8月から改疋になりました～　》P2

～三〇瑠からの改正点概要説明～　レ狩3

～町の統合水道謙爾を紹介します～　》P毒～5

～ベッキーさんを紹介します～　》Pn
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おめでた（出生）
みむ
美海ちゃん　　増闘　実・美花さん

　　　　　松之由（町営第二住竃〉
もひろ

千愚ちゃん　　蕎橋明毯・珠盤さん

　　　　　湯由（町営湯磁鐡地〉

おくやみ（死亡）

小野塚庚一さん　8王歳　東　駕（中新蟹）

村山　シヨさん　90歳松之由（重屋）
佐藤徳三郎さん75歳　嘗　根（治郎醗〉

懸邊　千代さん　磁歳　松之由（一の瀬）

學藤　ケイさん飢歳松之出（柏葉麗）

＊7月ま銭から7月3三臼までの届撮分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届鐵の時
に窓口にお謡ください。

　　　　　7月31a現荏
総人口　3，難6人（±0）

　男　王，505人（土0〉

　女　ま，6n人（±0〉
嚢t帯数　　三，三〇8戸　（十3〉

　　（）内は繭月との比較

町民憲章　昭秘3棚制定
わたしたちは松之由町浅です。郷二土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

町罠の合書葉

　王、美しい緑と霧の中で

　　　　　心豊かな人になろう
　1、ブナの梢が触れ合うように
　　　　　連体の心をもとう
　エF、湧きいづる湯泉のように

　　　　　創造のカを商めよう

温象定傭日

温馳ン9－1 翠の湯

8目 8・22 霊3・30

ウ自 22・26 33，30’
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　　　　　　　　　　松之出保奮筋　うさぎ給
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瀞
⇔
冬

ご
監
ぐ
な
り
憲
し
た
ガ
？

　
連
8
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
の
う
っ

と
う
し
い
梅
雨
聴
の
夜
、
幻
懲

的
な
灯
り
で
む
を
和
ま
せ
て
く

れ
た
ホ
タ
ル
た
ち
．
今
簿
も
窃

内
各
駈
に
た
く
さ
ん
飛
ん
で
来

て
く
れ
ま
し
た
。
毯
然
の
状
態

で
こ
れ
だ
け
ホ
タ
ル
が
箪
息
で

き
る
の
は
、
水
踏
や
水
輿
を
管

理
し
て
い
る
地
主
や
地
域
の
方

の
お
か
げ
だ
と
悪
い
蕊
す
．
大

切
に
し
た
い
で
す
ね
。
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改
正
の
趣
旨

　
現
荏
の
毘
童
鉄
養
手
当
は
、
収

入
に
癒
じ
て
手
当
額
が
二
段
階
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
収
入
が
増
え

て
も
、
収
入
と
手
当
の
合
誹
額
が

か
え
っ
て
減
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
見
直
し
で
は
、
就
労
等

に
よ
り
収
入
が
増
え
た
場
合
、
手

当
を
撫
え
た
総
収
入
が
な
だ
ら
か

に
増
え
て
い
く
よ
う
に
、
手
当
額

が
き
め
紹
か
に
建
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

児童芋当制度の見直し（2人齢の場合）

　　　　　全部支給　月額4万2370円

　　　　　全部支給　 月額4万2370円

　　　　　　　　　　月額肇フヲ円＾’4万2360円

所
得
範
囲
等
の
見
直
し

　
兜
童
扶
養
手
当
を
請
求
す
る
煮

が
母
親
の
場
含
に
は
、
勝
得
の
範

囲
に
つ
い
て
次
の
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
す
。

①
母
が
そ
の
監
護
す
る
兇
童
の
父

か
ら
、
そ
の
箆
童
に
つ
い
て
挟
養

義
務
を
履
行
す
る
た
め
の
費
用
と

し
て
受
け
取
る
金
最
等
に
つ
い
て
、

そ
の
金
額
の
八
○
％
（
一
円
未
満

鱈
捨
五
入
）
が
駈
得
と
し
て
取
り

搬
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
従
来
収
入
か
ら
控
除
し
て
い
た

寡
婦
蓬
除
、
寡
婦
特
別
撚
算
は
控

除
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
講
求
奢
（
母
又
は
養
育

脅
を
問
わ
ず
）
が
特
劉
障
簿
渚
控

除
を
受
け
て
い
る
場
含
の
捜
除
額

が
三
牽
五
万
円
か
ら
照
十
万
鍔
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
．

制
度
改
正
に
伴
う
配
慮

　
撹
童
鉄
養
手
当
綱
度
の
見
直
し

に
伴
い
、
盤
活
へ
の
影
響
を
緩
秘

す
る
観
点
か
ら
、
理
荏
兇
童
鉄
養

手
嶽
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
今

回
の
改
疋
に
よ
り
手
当
額
が
減
額

と
な
っ
た
方
を
簸
象
と
し
て
、
母

子
橿
祉
資
金
貸
付
金
に
新
た
な
黛

麺
金
（
特
別
兜
童
挾
養
資
金
）
を

設
け
、
無
利
子
の
貸
し
付
け
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
．

　
　
実
施
時
期

　
今
園
の
改
正
は
八
月
一
濤
か
ら

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
手
灘
の

支
払
い
は
、
八
月
分
か
ら
十
…
月

分
ま
で
の
閥
ヶ
月
分
を
ま
と
め
て

十
謀
月
に
行
わ
れ
る
の
で
、
新
し

い
鰯
度
に
よ
る
手
当
の
支
絵
は
十

二
月
支
給
分
か
ら
と
な
り
ま
す
、

　
ま
た
今
園
の
改
蕊
に
伴
っ
て
、

毎
年
の
理
況
届
け
な
ど
記
載
事
項

も
変
わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
し

く
生
欝
に
関
す
る
申
皆
書
や
養
育

費
に
関
す
る
寧
欝
叢
な
ど
の
書
類

も
提
患
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
不
明
な
点
は
役
場
住
民

係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

與重銭簑譲当

扶養手当は、次の要件に該当

又は中度の障害を捲つ二十歳

を奮てている父母、あるいは

ってその蝿董を欝てている入

鳩

　
　
　
　
　
り

養
は
奮
て
ず
の
捌

　
　
　
　
っ
ま
体
を

童
度
童
わ
れ
、
活

溺
　
、

　
ず
来
父
に
①
⑫

不自曲な蝿婁

眼される程度の病気のあ

害のある驚童

晃
聾
晃
代
さ
耳
生
璽
踵

　
　
の
に
総
や
鴬
狸
倉
勺

特
る
満
母
隻
目
8
る
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

へ
～
ぞ

（
（
魎

兜
童
扶
幾
手
当
に

㈱
ず
る
悶
い
合
わ
せ
は

　
　
総
務
課
住
饒
係

　
　
担
当
…
滝
沢
ま
で

※蝿璽が、肢体不趨由囲施設や知的薩害

晃施設などに入勝（通園している場含や

母子入漸の蜷Sを除く）しているときは

該当しません。

※勝露などにより該当しない嬬8があり

ま咳ので、役揚建蔑係まで悶い含わせて

ください。

2

お医者さんにかかるとき

額
慧
隔
嬰力

国民健康保険

老人保健制度

一部負担金が変わります

一篠3割負握が次のようになりまず1　　　騨
響灘

翁
　
　
瑠
舞
幾
　
騰

舞
却

嚢
（外来の月額上隈溺および諺療所の建額選択翻は廃盆）

鐸

麟
　
　
　
纂

蕪
螺
嚢
叢
翻
叢
霧
蕊
舞
難
霧
叢
幾
鐙
罎
鋒
鯉
鱗
、
，

高額療養費の

　自己負担限度額が変わります

　圏保・老人保健とも、医療費が高額となった場

　合の自a負擾限度額の内容が変わりまず。詳し

　くは割醒布のパンフレットをご覧ください。

’一態縣鶴購鞍一灘懸懸難鱗難灘麟鱗灘燃羅騰難灘

悪
嚢酸

、
、
購
黛
舞
嚢
鍵
鍛
灘
癬
難
秘

　
今
回
の
改
正
で
は
、
特
に
7
0
歳
以
よ
の
方
に
対
す

る
内
容
が
大
幅
に
見
蔭
さ
れ
て
い
ま
す
。
役
錫
で
は

蕉
の
よ
う
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
に
醗
布
し
ま

し
た
。
皆
様
の
お
手
元
に
魑
い
て
い
る
と
思
い
ま
ず

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
総
務
課
國
保
損
毒
…
高
橋
ま
で
お
悶
い
禽
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　　　　　　鱒

75歳になるまで国保で

　診療を受けることになります

圏保に茄入している方で昭和7痢0月3臼以
降に生まれた方は、75歳になるまでは園保で薩

療を受けることにな1りますoただし70歳1こな

ると自ε3負握額は1割になり濠すo

轄羅

老人保健で医療を受けるのは

　75歳になってからとなります

　老人保健で匿療を受ける方の隼齢が70歳以」ヒ

　から75歳以』上1こ変わります。したがって昭禰7

　年嘩0月蓬鐵以降に生濠れた：露は、75歳になる

　までは引き続き現在拠入している医療保険で

　鷹療を受けることになりまずo（ただし昭繍7

　年9月30臼以霞1に生蒙れた方は従来どおり満

　70歳からの老人鷹療綱度が強き継がれまずo〉

穐撒一麟雛灘襲聾醗灘羅纈麟麟無懸き蝋鱒縫灘鰭舗臨慧羅一麟縣灘鵬難購講難羅

　　　　　　　を

　　　　　略

乙
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務
課
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饒
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お医者さんにかかるとき

額
慧
隔
嬰力

国民健康保険

老人保健制度
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纂
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霧
蕊
舞
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幾
鐙
罎
鋒
鯉
鱗
、
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悪
嚢酸

、
、
購
黛
舞
嚢
鍵
鍛
灘
癬
難
秘

　
今
回
の
改
正
で
は
、
特
に
7
0
歳
以
よ
の
方
に
対
す

る
内
容
が
大
幅
に
見
蔭
さ
れ
て
い
ま
す
。
役
錫
で
は

蕉
の
よ
う
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
に
醗
布
し
ま

し
た
。
皆
様
の
お
手
元
に
魑
い
て
い
る
と
思
い
ま
ず

の
で
ご
覧
く
だ
さ
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。
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た
わ
か
ら
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と
が
あ
り
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お
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軽
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総
務
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國
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損
毒
…
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橋
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で
お
悶
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禽
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せ
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だ
さ
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　　　　　　　を

　　　　　略

乙
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蘇撫騰鰭織織麟で購繍継
施設名

　　施設能力水源　　（醜鋤

絵叢灘灘隷遽i　灘議謙　総鱒

溝灘簡易灘鑓

灘騰難曝驚揚懸舞蓑

綴鍛地鷹簸騎幾鐘

湯購簡鐡羅き

総鐙蟻緩簡甥鎌叢

溝嚢島i雛鷺簡易鎌逡

・i難籔難馨　　護膿

織灘繋　　舗

蜷羅撫　　舗

灘灘蟻　翻＄

裳灘灘　鞭麟

灘繋　　慧鱗

浦圏第一繕灘簡i易懸i進　　湧態

繭i溝霞簡饗鎌i遊 灘鰹

叢轍灘飲欝購繊給施設i　湧撫

照i糞嚢給雛難i施設 灘繋

瀞

脇

鱗

雛

給水区域

綴叢麟・難翻霧懸翻鎌籔醐

、繊梨i鰯縫灘鑛i驚i薦

湯滋

i翻繭蒙鐘屡i癒叢締

綴図

湯霧騰澱

鑛鎌越ぎ鍍鎌欝・・藤懸喰棄翻・羅鍛灘

籔i雛暴難難爆灘・鑛嚢i・i戴麟

湯叢欝・墾隷麟総部・嚢嘗難懸一部

藤原・欝穣・無欝・炎欝地獲一部

蓬謙講浦霞・簸㊨鹸

墨鰯灘

籔菱蕪鰻麟

安全な水を安定して供給できるよう努力しています。

お気づきの点は建設企業諜水道係（役場2階〉奮6－2総2（直通）まで

　
　
　
十
日
町
広
域
圏
の
動
向

　
牽
段
驚
圏
域
六
市
町
村
で
は
、
六
市
騎
酎
で
合
償
で
き
る
の
か

ど
う
か
検
討
す
る
た
め
に
「
十
藏
驚
圏
域
六
市
町
栂
倉
併
騰
題
礒

究
懇
談
会
」
を
欝
長
及
び
議
会
議
長
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
立
ち
上

げ
謡
し
含
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
餅
究
懇
談
会
を
補
佐
す
る
た
め
に
、
助
役
・
合
磁

撞
蚤
諜
長
を
構
成
員
と
す
る
研
究
斑
会
議
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
．

研
究
班
会
議
は
平
成
牽
窯
年
五
月
に
第
一
凝
の
会
議
が
闘
か
れ
、

そ
の
後
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
各
町
村
の
銘
較
資
料

等
を
俸
っ
て
き
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
九
鷺
に
第
縢
園
「
牽
撫
驚
圏
域
六
毒
跨
醤
合
磁
悶
題

概
究
懇
談
会
縣
が
闘
か
れ
、
今
後
の
方
陶
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま

し
た
．

　
任
慧
の
倉
併
協
議
会
を
年
内
の
で
き
る
だ
け
単
く
設
立
を
と
い

う
こ
と
で
合
意
は
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
設
立
の
段
階
ま
で
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
各
帝
賭
魯
か
ら
繊
さ
れ
て
い
る
資
料

に
よ
り
、
親
蕪
の
鱗
究
懇
談
会
の
豪
ま
で
総
部
に
つ
い
て
協
議
を

す
る
こ
と
が
決
建
さ
れ
ま
し
た
。
九
月
三
撫
に
協
議
の
方
法
や
項

馨
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
購
黎
響

暑
袋
魯
管
た
髪
・
の
新
碧
灘
麟
灘
轍
嚢

し
い
誘
覆
蕩
や
マ
妄
・
鰐
聯
耀
驚
壌
蓬

綾
轟
奮
の
よ
う
壕
ぞ
い
　
ギ
談
、
や
禰
．
，
猿

（紺人糠〉

翻
1纒

麟
罎藤

鑛
繋
諜憾

叢難
　
　
麟

　
　
　
綴

Vo玉3

5

躯

松之由・湯山・鑓手・松口の各簡易水道を連結！！

灘難灘鼠錐露義翼畿婁メき」
～兎團の規松之幽簡易水道灘水場脇にi新しい統含浄水場が建設されます。～

現蕪の松之由簡易水道は松之山地匿を中心とした給水区域に、昭秘38年6月に給水入鷺王，100人・貨簸大給水

量172㎡／田の簡易水道として翻設されました。その後、昭秘48年5月に給水人【M，300人・臼簸大給水量3儀㎡／

礒に拡張変更して現姦に棄っています。

変更認可以来27～8年経ち、理荏の鷺最大給水量は493㎡／欝と施設能力のL6倍の醗水を行うまでになって

いますが、浄水場施設の老朽化が激しく維持管理もままならない状態となっているため、施設全体の萩設が必要

となっております。

浄水場、ヒ流の兎鷺地躍は未普及地域で、下水道の奮設と併せての総域拡張を平成13年度に行いました．近接す

る湯山簡易水遵は給水量が著しく、不老瞭や湯山懸地等の公共施設の建設や下水道事業の普及により水源の櫓

渇も懸念されているため、現荏は松之山簡と併駕して使稽しています、また、想手地区・松貸地獲簡易水道も合併

浄化槽の普及、盤活様式の変化により給水量の増旅が著しく施設の拡張が必要な状況です・

このような状況をふまえ、松之山・湯出・川手・松鑓の4地区簡易水道を統合し、さらに兎口地区を倉めた、謙爾

給水人口1，igO人・欝爾黛簸大給水量743．0慮／βの規模をもった浄水場新設により、維持管理の一元化（テレビ

モニター一による水量、水質汚濁、漏水管理〉をはかります。

また、この4簡易水道を統合するにあたり、松之由贋設水源のほかに兎鷺水源を平成招年度新設しました、4簡

水を王本の管で接続することにより安定した水量、安全でおいしい簡易水道のさらなる普及をめざしておりま

すので皆様のご理解とご協力を寛しくお願いします。

川手簡承

鱗　
繊

新設統合浄水場

・鱗灘羅蹴撚繊灘

繍簿・

譲幽簡氷

集中管理

水の有効利爾

安定給水

松口簡水

限られた資源を大切に利用するために……。

湯出簡水
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水を王本の管で接続することにより安定した水量、安全でおいしい簡易水道のさらなる普及をめざしておりま

すので皆様のご理解とご協力を寛しくお願いします。

川手簡承
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繊

新設統合浄水場
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繍簿・
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集中管理

水の有効利爾
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限られた資源を大切に利用するために……。

湯出簡水
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峯
輩
く

松中脚相田留美

　少し不安を抱えながら松代のしぶみの家

に両かいました。バスが到藩してしぶみの

家という濤板を見つけると、どんな人がい

るのか…とか認は通じてくれるのか…とか、

たくさんの不安がヅ気に押し欝せてきてと

ても緊張しました。いざ家の中にはいると、皆さんが立ってお出運え

をしてくれました。一人ひとりの顔を見ると、皆さんも緊張していた

ように感じました．それで何となく私の緊張も解けて、ヂ皆さんとい

っぱい交流しよう3という気になってきました。まず私が障霧巻の方

と接しながら思ったことは、みんなとても気さくな方ばかりだなあ

ということでした。名刺を渡すと、皆さん恥ずかしそうにヂお願いし

ます達などと声をかけてくれるのでとてもうれしかったです。次に皆

さんといっしょに俸業に取りかかりました。初めは従業最の方から

教えてもらっていましたが、そのうちヂこうやったらうまくできるよ」

などと、照っている私たちに欝をかけてくれたり、騒いでいるといっ

しょになって笑ってくれたりと、とても親切に接してくれました．私

がバスの中で抱えていた不安もすっかりなくなり、ほんとに楽しい

時間を遍ごしました。

　楽しい時間はすぐ過ぎてしまい、あっという間に帰りの蒔闘にな

ってしまいました。まだいたいな一という気持ちでいっぱいでした。

簸後に皆さんと握手をしていると、いろんな手があるんだなあとす

ごく感動しました。懲分がしぶみの家に来るまで持っていた、障霧者

の人たちへの備見がウソみたいに滴えて、皆さんと過ごす時間がと

ても楽しく感Cました。私にとってとても貴重な購聞を過ごすこと

ができました。また機会があったらぜひお繊話になりたいです。

欄㎜㎜櫓螂蹴　蛎鐸　撒蝋　㎜マ鱗
．灘灘灘鋤鑑ン麟羅防接種が受けられます。

　診療所で予防接種を受けられます、希望者は串し込んでください。

詳しいことは蓬3ページのゼお知らせ」欄をご覧ください、

　○申し込みは9月蓬O臼（火）よ》受け付けます．

　○接種跨期は槍月15臼く火）から開始します．

　○料金165歳以よ1，050円　その地（子供含む）4，800円

　鈴諭轡軸劇働凄魯魯轡懲軸軸漁趣銘母懲卿⑰浄櫓⑳怒嬉軸⑰喚礁⑫略嫌髄勢尊曝傷終瞳賂驚塑漁趣嚇㊥藤鵬噂帰喚

　　繕鞍鍵黙お済蘇艶ようか。
妻　総舎検診で精密検査が必要ですと通知の属いた方は、なるべく攣い検蛮を

　おすすめします。「隼期発寛・摯期治療藩で、阜く治しましょう，，

1　曝　　魯…驚峰　⑬瀬…嶺恥　魯略　ゆ　　　禽⑳轡…騒嶽奮⑰　辱　…
嚢

藝

寡

董

7

．．診懸禰縷離繍る趣惹発類塗要望をお寄せください。

　診療所は松之山町で経営している医療機関です。皆様のご意晃やご要望を

お聞きし、できるところから実現し、受診しやすい緩療機関となるよう努力

していきます．

算　　燃蝋鮒　　　　’｝』弱照繍ン
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爆　　 彊騨　　　 尉尉

骸麟み蟷域障霧蓄蓮総協議会

、
ひ

松之山中3年生が総合学習で作業体験

　しぶみの家は漿立松代病院の嚢（隠老入憩いの家）

にあり、松代・松之由の知的障霧蓄の活勤拠点として

軍成繊奪4月にオープンし、身近で使えるいろいろな

製品を麗発販売している施設です．毎6軍均20名ほど

（内松之由からは6名）が懲宅から通いながら製品作

成作業に当たっています。

　さて、松之惑中学校では総合学謬の一礫として、各

禰祉施設を訪問したり手話を謬うなど、まず体験して

から毯える編1祉授業を実践しています．急激な高齢化

社盆を迎える中、老人福祉が大きな問題としてクO一

ズアップされていますが、突際の編祉行政は多種多様

にわたっているのが現状です。乎供達が攣くからいろ

いろな橿祉規場を体験することは、これからの鋳代を

握う燦代の蕎成においてたいへん慧義のあることでは

ないでしょうか、今＠は、5月と6月の2働に分けて
しぶみの家でいっしょになって作業をした中学隻の感

懇文を交えて施設の紹介をします。

榊3隼早川祐介
　ぼくは、松代町にあんな施設があるなん

て、中島さん（跨保健橿祉係長〉の謡がある

まで簿らなかったです。こんどそのしぶみ

の家に行くことになりました。その時は少

しイヤだなあと思いました。

　5月30臼にしぶみの家に行きました。そこで初めに名剃の交換を

しました。一入ひとりに配っていってうれしかったことは、みんなが

笑顔でもらってくれたことです。その聴は「来て良かったなあまと思

いました。しぶみの家の人からも名刺をもらいました。みんな一盗懸

命に自分の名購を書いていました。その時、少し感動しました。そし

て作業が始まりました。鍛初にぼくは、お米の穂をそろえる作業をや

りました．とても纈かな控業でけっこう大変でした。でもこれを薙段

やっているしぶみの家の障審者はすごいと思いました。その作業の

途中に、や乳パックを使った箸置きやコースターを作りました。これ

もけっこう神経を使う意外とたいへんな作業でした。しぶみの家の

リサイクル商贔には感動しました。集乳パックー・つであんなすごい

ものができるんだな一と思いました。家で作れそうなものばかりだ

ったので、一度チャレンジしてみたいです。

　最後のお別れの時、しぶみの家の人たちと握手をしました。その時

もみんな楽しそうに握手してくれました。みんなで撮った写真は一

盗の思い慮になるかもしれません。また行ってみたいなあと思いま

した。しぶみの家の人はみんな優しくてとっても楽しい思い嵐とな

りました。
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・灘鞭＄鎌欝

第1回越後松之山里山学会開催

　来年闘餓する墨翻プランヂ森の学校」（仮称〉は、町全体を一つ

のシ箏一ルームとしてとらえるこれまでにない自然科学館を

目指しています・そのため町民がまず霞ら地域を再発箆するこ

と、そして地域外の人々に職を翅ってもらうことを目的に、「璽

山学会」として定期的に会合を闘催してゆくことになりました。

今圃はその1翻穏として、講舗に東窟大学の鷲翁いづ券教授を

招いて「新・生物多様牲翻家戦賂と里藍lj～墨寅を蘇らせる協働

～と題し、動植物の隻態や人とのつながりなどについて講演を

していただきました．会場の町麗体育館には町内外から200名

力竃参力9しました陰松之1滋は塁由として貴露な存菰という議でし

たが、蔑齢遍疎化の串で現状を維持してゆくことは、並大紙の

ことではないことも事1実です。

鱗

慧潟欝霞縮菱

　　　東頸城郡PTA研究大会
　東頻城郡PTA連絡協議会が主儀する醗究大会が町跳侭欝餓
で闘催されました．灘内小中学校PTA関係毒及び町内の小中学

生など400名が参集し、各種表彰の後講演会が行われました。

講師は、99葎3月に覇潟大学病院で県内初の肝轍生体筋移植
手籍を受けた、フリー・ジャーナσストの兇玉義明氏で、次男か

ら解臓をもらって手衛が成功するまでの自分の体験をふまえ、

家嫉の紳や人と人との支え禽い、命の奪さについて深くそして

静かに語られました．兇玉民は境葎ド移穂獲療を進めるいのち

リレー一の会まの会畏として、各地で積極的な講演溝動を続けて

おられます。

嶽魏難鐵纏灘籔灘鑛灘薬鱗鑛

鍵拶響一欝軸がや．てきま嚥

　初めまして三。わたしは松之山町の籍しい國際

交流員、レベッカ・ノーリンと串します。愛称はベ

ッキーです。気軽にベッキーと呼んでください。

　まず自己紹介をしたいと思い

ます。玉978年、アメリカのメリー

ランド州で生まれ、三三歳の時アイ

オワ州に引っ越してそこで育ち

ました．大学四年生の時、大阪の

関茜外図語大学と名古醗の南山、

大学に留学しました。その後アメ

　　　　　アイオア

難舞

リカに帰って、叢年の8月にアイオワ大学を卒業

しました。疑本語とビジネスのマーケティングが

専攻でした。黛本が好きで、大学を卒業したら濤本

で仕事をしたいと思いましたので、仕事を探すた

めに去年のユ0月に名古屋に簾りました。英会話を

教えな力書灘旛を勉強しても、ました．

　松之ほ重に蓉いた時、ここは照舎と感じてびっく

りしました。でもわたしのホームタォンのアイオ

　　　　ワ州は、夏も暑く冬は雪も降る寒いとこ

　斐紳　 ㎜、

柳）脚ザ

ろです。だから少し身近に感じました．

それと懸舎だからこそ経験できる文化

や習擬がたくさんあると思います。松之

山の色々なことを経験したり教えてい

ただきたいと患います。そして私が皆さ

んにできることを教えたいと思ってい

ますので遠露なく伺でも聞いてください．

　松之由の皆さんと友達になりたいので、もしお

目にかかりましたらぜひ声をかけてください。

どうぞよろしくお願いします。

　　　　　レベッカ・ノーリンR伽cca簸or甑

※掩月弩よリベッキーさんの篇一ナー。を設けます。お楽しみに。
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郡交通安全ゲートボール大会

　東頸城櫛交通安全協会が書三簸するゲートボー

ル大会が町渓グランドを会場に行われました。郡

内6町栂から選抜された三2チームの選事は、痛

いほどの寅夏の賜ざしの中、鑓璽鍛えた騰と体力

をフルに発揮し、元気にブレーを楽しみました．

交通安全ということから、各コートには特設の横

断歩道が設置されていて、選手は必ず手を雛げて

ここを通ることがルールになってい蒙す．熱職を

翻したのは安塚町の

漁懸チームでした。

繍灘

¢

難．羅欝．翠
　態冨鮮　　蒋躯無

露つ蟹
　　塑

上蝦池集落に頼もしい道普請ボランティア

　溝力があることでは町内でも嬢指の集落である．ヒ蝦地。林道や町道など道普請

をする廼畏は有に三〇kmは越えます．この夏集落に頼もしい助っ人がやってきま

した。棚紛ネットワーク、越後棚懸サポート、欄露フットワークや皆さん王6人が、

ボランティアで遊普講の応援にやってきてくれたのです。草刈畷の勉の住民は、量

食交流会の会場となる神社境内の清掃作業やおにぎり作りなどの準鰭を握当し、

集落総患で慈援醐を歓迎しました。作業も終わった』お墨蒔、きれいに準備が整った

鏡内では総勢50名ほどが顔をそろえ、お母さん方が作った山菜料理やおにぎりを

食べながら蔀驚往民との楽しい交漉が行われ、来隼の再闇を欝い合いました．

　
　
翔

　
　
　
　
題

騰

＄潟欝日《灘〉

水神様の御利益にびっくり！！

　天水越不働祇祭が大鐵轡腐漂不動凝境内特設舞禽で行われ
ました。昼！遍ぎから下り坂になるという空模様で、霊儀養翻も

会場の決：定には相当迷ったとのこと。神楽奉納までは順調でし

たが、保欝鍵兜の踊りの影たりから今年・一番ではないかという

ほどの夕立に見舞われ、役貫はずぶぬれになって鱈慈に大あら

わ。…縛中血となりましたが1再露され、予：定どおり進行』しまし

た、こんな大雨も水神様の御利溢として動じない楽たりに、天

水越不動役祭りの神髄を感じました。
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　健康1呆険や潭生鐸金1郷奥国昆葎金など、社盆保険に関して1ヨ頃から疑

問に思っていることがありましたら、どうぞこの機盆をご利絹ください、

　　　○期8／簗成招黛40月鎗8（木〉

　　　●謄　聞／午前40躇から午後3鋳

　　　○会　鵜／松代麟総合センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一上越社会保険事務勝より一

　
！
0
月
か
ら
の
町
営
バ
ス
運
行
に

檸
い
、
五
十
子
平
バ
ス
停
小
麗
（
間

繊
”
搬
×
爽
行
給
m
）
が
不
要
に
な

り
ま
す
。
欲
し
い
方
は
9
月
3
0
欝
ま

で
に
お
購
し
出
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
／
役
場
総
務
謙
　
財
政
係

　
　
　
　
　
償
6
－
3
1
3
王

※
無
優
譲
渡
と
し
ま
す
が
、
鯖
望
警

が
多
い
場
含
は
抽
選
と
し
ま
す
．

移
転
は
m
月
宋
ま
で
と
し
ま
す
。

継
遜
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拶
難
欝
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勤
灘
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萎
　
　
　
　
　
　
舞
　
　
　
　
　
撃
　
　
　
　
　
　
　
　
箋

　
町
で
は
翼
年
度
よ
り
、
漏
水
事
故
に
よ
る

修
理
を
し
た
場
合
水
道
使
規
料
の
～
部
を

減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
申
請
に
は
漏
水
修
理
を
行
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
領
蚊
書
等
が
必
要
で
す
。
詳
し

い
こ
と
は
建
設
企
業
諜
水
遵
係
ま
で
お
問

い
含
わ
せ
く
だ
さ
い
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嚇＠選鞍⑳闘◎卿黙纏
　　　　この8から7βまではヂ法の8週悶」でず。

期間中次の無料相談が行われまず。どうぞご利照ください。

灘購籟鐵翻談所の開設
　法務局・人権擁護委轟連合盆・翻法霧士会・土地家屋調蛮士盆

共催による法務行政上の櫓談を受け付け蓉す、季§談は無料、秘密

は整く嘗られます．

●8　　時／翠成44鋒40月78（月）　午葡40聴から午後3鋳
●会　　鰯／臼然休養村毯理センター
O相談内窓／①二雛笹建物の売翼、相続、地愚変換など、不動産登

　　　　　　　記に関する諸問題
　　　　　　⑫会紋の設立、役餐変更など盆社・法人登記の閤題

　　　　　　⑥結婚、離婚、養子繕維や國籍取樗などの戸籍・

　　　　　　　國籍の問題
　　　　　　④家庭内・親族間・近隣間のもめごと、いじめ・不登

　　　　　　　校棒罰遂翔など人榴こ関する問題
　　　　　　⑤多藁贋務についての問題

　　　　　　⑥ぞの他法務行政に関すること

i灘灘纏翻講箋畿糞縫鐵る無繕相談を受け付けます

●期　　8／平成鱒無40月任3から槍月78濠で
●蒔　　間／平8の執務聴間内

●鰯　　駈／繋内各翻法霧士事務醗
●内　　容／登蓉e・供託・裁判駈握趨霧類の作成などに関して

●賜い合わせ／新1鶏麟蓬1法謬士会　　豊025－228護589

置

撒畿籔1畿礒嚢藁繕鐵る調榛相談会が開催さ為濠す

　民霧・家事の紛争について、その解決手段の一つである調檸凝

度に関ずる櫨談盆が開縫されます、季§談は無覇、秘密は堅く嘗ら

れ濠ず．

●期　　8／平成揖無輸月耗3（火）

o鋳　　闘／午蒼塑0聴から午後3聴
●…ii…i　　重蕩／ま二越葎£本霞｝3丁目2－26

　　　　　　雁木通りプラザ
●内　　容／商編取引、交遇事故、夷婦・親子関係、相続、遺奮箸

　　　　　　に関ずること
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　インフルエンザは鐸によりr黎」を変えて流行します．特に高齢蓄はインフルエンザにかかると鮪炎を

轡発し璽症化しやすいと言われていまず。今奪も次のとおり箏隣接種を案施しまずのでお短らせしまず。

付に、ご霞分で直接串し込んでください。

は9月10籟から受け付けます。

賜所は……
機関で期臼を決めて受けてください．

よいカ、……

きますが、できるだけ10月三59から王2月3鷺ヨの
ください。
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●串し込みは……
　各医療機関の受付に、ご霞分で直接串し込んでください。

　松之山診療漸では9月10籟から受け付けます。

●接種を受ける場所は……
　串し込んだ匿療機関で期臼を決めて受けてください．

●いつ受けたらよいか……
　3月まで接種できますが、できるだけ10月三59から王2月31
　期問内に受けてください。

●飼回接種するのか……
　一圏で終わりです。ただし鷲歳宋満は2翻接種が必要です。

●料金（自己負擦金〉はいくらか……

驚辮魏よ聯以騰締定め獄1
　・蔚記以外の方　　　護，800円

※この料金は松之山診療漸で受けた場含です。

　他の医療期問では多少異なることがあります。※灘霧鵬纏鱗製欝薦　　、
不明な煮は｛呆健センターにお問し、含わせくださし、o饗6－3’705
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は9月10籟から受け付けます。

賜所は……
機関で期臼を決めて受けてください．

よいカ、……

きますが、できるだけ10月三59から王2月3鷺ヨの
ください。

灘
顯
翻
郡
選
師
会

糠
鐵
当
番
疾
の
お
知
ら
せ

　
松
之
山
診
療
漸
と
県
立
松
代
病

醗
の
み
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

ご
利
溺
の
縢
は
電
議
で
確
認
し
て

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
9
月
8
欝
か
ら
憩
月
6
鷺
ま
で

9
月
8
9
（
臼
）

　
松
之
由
診
療
漸
　
鶯
6
－
2
2
4
0

9
月
総
獲
（
月
）
振
替
休
霞

　
県
立
松
代
病
醗
　
費
7
－
2
！
0
0

裕
月
6
田
（
β
）

　
松
之
山
診
療
所
　
費
6
－
2
2
4
0

謹
纏
鐸
繋

難
　
雛
麟
　
灘

蟹
鵜

ゆ
函
¢

乞
昏壌

●串し込みは……
　各医療機関の受付に、ご霞分で直接串し込んでください。
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1㈹ 生け花教塞

三種混合予防接種（幼兜〉診療所
16（脚 エアロビクス

2（㈹ エア環ビクス 17（お ゆとり陶芸（高齢餐対象〉　ほのぼの教窯
イヌ・ネ：コ引き取りAM沁130保健センター

3㈱ 湯鳥大学（合曝・レク）　　ほのぼの教窯

松小通掌含瘡（山留）8βまで 18㈹ 陶芸教塞（一般）

4（斜 陶芸教霊（一般〉 19㈹
5㈹ きのこ祭り〈ば一どが一でん〉 20（日〉． 松里小文化祭

6（日〉 体力つくり桑罠大会（安塚）
きのこ祭妙（ば一どが一でん〉　きのこ講習会

21碗）

7㈱ 22㈹ 社交ダンス

8㈹， 社交ダンス 23㈱ エアQビクス

9㈱ 郡中野球大会新人戦（晦罠グラウンド）
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きのこ祭り（ば一、どが一でん）
27（縫〉 農業祭・芸能祭

湯鳥フエスティバル

13（ロ〉 きのこ祭り（ば一どが一でん〉 28倶）

14傷）．繍 体蕎の沼　　きのこ講習会
湯鶏駅伝・健康マラソン大会 29㈹

15㈹ ポリオ予防接種（幼兜）診療所 30㈱
エアロビクス
町老連町長杯争奪ペタンク大会

無　　　　　　　◎’一
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献搬（役場）
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を
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将
棋
教

室
な
ど
。
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は
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　　　　　第難嬢

東鱗城灘美衛擬
　松代町を会場に、郡内の美徳愛好

巻の力作が展示されます。ぜひご覧

ください。

　レ・期　…ヨ／10月蓬2臼　（土）

　　　　　　　　　～繍臼（月〉
　レ費寺　闘／午育怠9登寺～午｛菱6舞寺

　レ場　漸／松代町総合体鷺館

健康づくりに麓って参ね察ください。

霧欝灘嬢趨鞭難鱗爽嚢

〉期　β／10月14臼（月）［体畜の臼葺

レ時　間／ゆとり駅伝
　　　　　　　　　　　　　ク　　　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　が

　　　　　η時00分患発

〉場　所／休養村センター

レ串込み／9月30臼（月〉までに大会事務

　　　　　局（公昆館）へ
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広 騒牽

灘

嚇

雛
灘

懸

縮醸捨欝．ξ凱憲で進ん饗巻鈴難～舗醐嘘捗壕厳齢筋せはす～勧P2聾3

ギ繋謬の霧蒙嚢毫数や纏鱗の壕糞溝1霧？虚　～平成澱年4月三猿現登の数値を公表します～　》P4・5

織難嬢欝購からの講無辮一三・蹴跡ら馳のバスダイヤが変わりました～購4

醗懸麟の撫～町内帳蜘達人を紹介します～》P8

灘　
鐵
　
　
鷲

　
　
　
　
矯
、

　
　
　
　
　
　
議
、

　
　
　
　
　
　
　
　
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

甲
き
き
隷
き
き

畷
壌
単
蔵
捻
熱
誌
海
海
懸
癒
幾
蓮
酷
建
鳶
耳
噛
甦
再
ミ
鑑
鵡
も
薄
9
題
箱
・
争
象
象
蓑
×
Q
婚
鱗
総
中
象
鱗

醜
醸
＼
蓮
再
珪
奪
漆
麟
灘
灘
縫

おめでた（出生）
かゆメをノ

花梨ちゃん　　布施順治・勝美さん

　　　　　　　　黒倉（九左エ稗）

おくやみ（死亡）

蕎橋ミオルさん　89歳　大鷲芦〈大　杉）

蕩橋キヨエさん67歳黒愈（後）
樋口　　清さん　79歳　東　山（東　崖〉

小ロシズ子さん　76歳　松之由（中　道）

＊8月獺から8月31目までの騒鐵分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届出の時
に窓環にお議ください。

　　　　　　　8月3田現葎
総人鑓　3，1U人（一5）

　男　　王，506ノ、　（十1）

　女　藁，605人（一6〉

徴帯数　三，王06戸（一2）

　　　（　〉内は箭月との姥較

　町民憲章　昭和，、奪，朧

　わたしたちは松之宙町民です。郷土を愛し、
　みんなでよりよい町づくりをしよう．

簿践の合霞葉

　　至、美しい緑と雲の中で

　　　　　　　心豊かな入になろう
　　王、ブナの梢が触れ含うように

　　　　　　　連体の心をもとう
　　王、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　創造の力を窩めよう

温象是傭日

温馳ン9－1 翠の湯
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fO自い0・24135・3f

修＠轡書》勝ゆ館
　　　　　　　　　　　　　松之山保奮勝　うさぎ網

鷲難鷺鵡論轡騨灘…
騨雛鳴蝋攣建

麟灘、．灘，饗撫i熱叢鍵鐵

ゆきσ）ちゃれ（じあやちゃ瓶ごわた！しガ

躇れごし、る亡2ろ

　凝懸舞
たなべさやかさん
　（松之雛・後）

－
’
　
　
　
鰹

せきほのかさん
（松之山・駐葎勝）

撫蹴難鷲．
　わたしごれδンなちゃれフゲ

　　　　　　　窃芝窃こるこ2ろ

　　　　　　　む

冶麟
　　　　灘　・墾
　　灘　繍鰍　　1、
　　　　　　　難　　　　　　　叢〆
　　　　　　　讐、
鰍醐噸硲，一窮鰍一翼欄鰯瀞

1まσ）ガ’ぢゃれ亡1わたしガ

　　　ヂザート翰つαたご2ろ
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やまぎしななみさん

　（大競戸・中栂〉
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